
令和6年度 第10回在宅療養研修「看取り」共催研修会
                                共催 京都府訪問看護ステーション協議会C地区支部

                            京都市右京区在宅医療・介護連携支援センター

「在宅での看取りにおける多職種連携」

在宅での看取りにおいては、意思決定支援や根拠に基づいたターミナルケアを
いかに実践するかが課題となっています。看取りに関わる多様な職種の中で
訪問看護師には中核的な役割を担うことが求められています。

          看取りの現場で役割を担うことのできる訪問看護師の育成、利用者・家族を含めた
意思決定支援、また看取りに際しての多職種連携のあり方について話し合い具体策を

    検討しましょう。

★講演

★講演

「生きていることの意味、また死ぬということの意味」
                            講師：はまなかクリニック訪問看護ステーション

                      リハ・ナース右京 管理者 髙橋 正一郎氏

★事例紹介

「非がん患者の看取り・家族も含めた意思決定支援」
～最後まで家で過ごしたい～

                                     事例提供：訪問看護ステーション さいきょう
                   看護師 大槻 友莉香氏

★グループワーク

   職種や事業所の垣根を越えてみんなで話し合いましょう！

★まとめ

日時：令和６年１１月３０日(土)１４時～１６時
（受付開始13時30分～）

 場所：京都府医師会館２Ｆ ２１１会議室
対象：多職種（定員 50名） ※申し込み無料

申込受付開始 10月1日㈫ 締切11月15日㈮
⇐申し込みはこちらから https://forms.gle/mjJsYrWdEmBKaQKo7

【お問合せ先】訪問看護ステーションあい24 担当奥田 TEL:075-871-5433
京都市右京区在宅医療・介護連携支援センター TEL:075-872-2511

https://forms.gle/mjJsYrWdEmBKaQKo7
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